





































































































業の再編成に関して設置された1919年の CoalIndustry Commission (Sankey Commission) 
と1925年の LoyalCommission on the Coal Industry (Samuel Commission）の二つの委員
会の設置と，（2)1930年の CoalMines Actに基づく強制カルテルの成立とに焦点を据えて深
められた。

















































































・LancashireCotton Corporation Ltd. (L. C. C.）の設立を分析の対象としているが，そこで
山本さんが浮彫りにされた綿業の企業集中の態様は，以下の3点に要約できるであろう。
(1）第1次大戦前の独占形成＝企業集中は，細糸，経い糸，仕上げ等の特殊部門で， しか
も公募会社（pucliccompany）とL、う近代的な会社形態による一部の大企業に限定されてい
た。しかし大戦後においては，企業集中は基本部門たるアメリカ綿紡績部門を中心として綿
業全椴に拡大された。このことは単なる量的増大のみでなく質的発展をも意味するもので，
1920年代後期以降の海外市場の縮小による衰退と危機のもとで競争力を高めて市場を確保し
ようとする面と，競争を抑制して価格を安定させ利潤を確保しようとする面との二回世を持
った企業集中であった。
(2) イギリス綿業には垂直的企業集中の展望もあったが，結局は水平的結合に終わらざる
を得なかった事実，そして，その原因をイギリス綿業の生産面における高度な職業分化とし、
う構造的特質と中小規模の個人企業的な privatecompanyが依然として圧倒的に多かった
事に求めるべさことを検証した。換言すれば，議1次大戦後の企業集中によって綿議会般ぷ
大合同体が成立したにもかかわらず，なお依然として多数の中小企業が存在していること，
そして前者を核とし，その周囲を後者が取り囲むという形を取っているところに，イギリス
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綿業の独占形成の特質が見出される，と言うことである。
(3）第1次大戦直後の綿業ブームのなかで高収益の過大資本化＝水増し財務政策が一般化
し，このような資本の寄生性・腐朽性がその後のイギリス綿業衰退の主因となった。さらに
また， 1929年のL.C. C.の創立において典型的に見られるように，銀行資本が一方では水
増しされた綿業資本の過大資本の切り捨て＝水抜きと企業合同の推進に指導的役割を演じな
がら，他方では自己の損失を最低にしようとする欲求から，過大資本の切り捨てと構造的再
編を不徹底に終わらせるに至ったことを重視しなければならない。
山本さんは，こうした寄生的な財務政策の経緯を究明することによって，イギリス綿業の企
業集中過程での銀行資本と産業資本の結合関係と銀行資本の役割とを見事に描き出してし情。
先にも述べた鉄鋼業の場合と同様に，イギリス綿工業の構造的再編過程において優先株と普通
株の併用に依る過大資本化＝水増しが展開された事実を明らかにされ，さらに過大資本化によ
る価格競争力の低下がこれらの産業の衰退と危機を深めるにいたったことを浮彫りにされたこ
とは，わが国におけるこの種の研究の開陳を埋めるものとして，高い評価が与えられるもので
ある。
以上，山本さんのライフ・ワークとも言うべきイギリスの企業集中の研究の跡を辿ったが，
その業績は，官頭で述べたことを繰り返すことになるけれども，要するに，イギリスの独占形
成の特色を圏内競争者の多数の存在と集中の低さ，海外投資の優越性による圏内産業の技術革
新の停滞，高収益の資本還元による暖簾の創出と水増し財務政策に象徴される寄生的な企業金
融上の特殊性に求められたことである。そして，山本さんが一貫して生産・産業構造の特質の
分析を基礎とするオーソドッグスな手法によって，イギリスの産業的独占形成の構造上の特質
についての豊富な資料に基づく実証研究を推し進められたのは，イギリス産業における独占形
成の立ち遅れの主因を「自由貿易z 保護関税の欠如」に求めるヒルファディング等の通例の見
解に対する根底からの批判を意図されたからではないかと思われる。いうまでもなく，山本さ
んは見事にそれを成し遂げられたのである。
〔5〕
今から20年余り前，私は北浦和駅の近くの旧埼玉大学の校地に隣接した国家公務員のアパー
トで半年ばかり生活したことがある。そのとき，浦和市に居を構えておられた山本さんとは，
時に帰りのお供をさせて戴いたり，お宅にお邪魔させて戴いたりもした。そのときに初めて知
ったと言うわけではないが，山本さんはよく酒を愛され，全く癖の無い飲みっぷりを披露され
た。普通のときには比較的口数の少ない山本さんも，適度にお酒が入ると，四方山話や時に顔
を赤らめたくなるような話にも言寄せて，例の少し高めの芦で，票風瓢と人の世の生き方を語ら
れたが，その様は正に「酒仙」といって良L、ほどであった。全くの下戸の私には山本さんのお
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酒の相手が勤まるはずはなかったが，酒席での山本さんの話にすっかり魅了された私は，同席
させて戴いて，時の過ぎゆくのを忘れたことも幾度かあった。
また，余り人に知られていないが，山本さんは，大変な愛犬家でもある。最初にお宅にお邪
魔させて戴いたとき，愛犬の散歩から帰られた山本さんは，愛犬に話しかけながら，丁寧にブ
ラッシングをされていた。当時， 「名犬コリー」を飼っていて「経済学部の犬公方」を自認し
ていた私は，そのとき以来，愛犬の自慢話や犬の性格の話などを通じて，山本さんに「同好の
士」としての親しみを覚えることにもなった。もっとも，我が家の「名犬」も既に亡く，犬に
ついて語り合うことも今は殆ど無い。
お子様のおられない山本さんは美しい奥様と仲睦まじく過ごされているが，私がお宅にお邪
魔した時は，帰りには決まって奥様の運転で御一緒にアパートまで送って下さった。当時運転
免許を取ったばかりの私は，奥様の見事な運転ぶりに目を見張ったものである。運転歴も長く，
御自宅から浦和の駅までの相当の距離を山本さんの送り迎えにしょっちゅう車を運転されてい
る由であったが，現在，奥様は健康を害されて，自宅療養中と承っている。御結婚以来，奥様
の丹精込めたお世話を受けてこられた山本さん御自身も，元もと余り健康とは言L嘆齢、のに，
慣れない御自分の身の回りのことばかりでなく，奥様の御看病に献身されると共に，現在勤め
ておられる作新学院大学の経営学部開設準備のために忙殺されるとL寸尋常ならざる状態に直
面された。そうした多忙で困難な事態のなかにありながらも，蓄積してきた「イギリス企業集
中の研究」を一冊の書物にまとめて出版され，経済学博士（立教大学〉の学位を取得されたこ
とは，誠に敬服にたえないものがある。
稿を終えるに当たって，奥様が一日も早く健康を回復され，先生ご白身もまた御加餐のうえ，
ますます御活躍されることを祈念すると共に，今までに倍する御指導を賜るよう，切に願って
やまない。
